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管理画面の機能紹介

この資料は、Joruri CMS 2017 Release3 の仕様を元に作成しています。
この資料の画面キャプチャは、次のURLのJoruri CMS 2017のデモサイトから取得しています。
https://joruri-cms.jp/2017/about/demo.html



１．ログイン画面でのパスワード変更

ユーザーIDとパスワードを入力
して管理画面にログインします。

各ユーザーが自分でパスワードを変更
することができます。



２．管理画面トップへの情報表示

システム管理者は、［システム］→［メンテナンス］のメニュー
にて、メンテナンス情報を登録できます。

［メッセージ］のメニューにて、サイト管理者は、［サイト］→［メッセージ］のメニューにて、
管理画面トップに表示するお知らせを登録できます。

タイトルのみが表示され、タイトルをクリックすると内容が表示されま
す。再度クリックすると、内容が非表示となります。



３．上部２階層のメニューに機能を集約

第一階層にマウスオーバーすると、第二階層を展開して表示します。第一階層にマウスオーバーすると、第二階層を展開して表示します。
で表示されます。選択されているカレントのメニューは赤文字で表示されます。



４．ユーザー権限ごとにメニュー表示を制限

システム管理者： CMSのシステム全体を管理するユーザー

サイト管理者： それぞれのサイトを管理するユーザー

サイト設計者： サイトの枠組を制作するユーザー

サイト作成者： サイトのコンテンツを登録するユーザー

全体を管理する機能は［システム］メニューにあります。CMS全体を管理する機能は［システム］メニューにあります。

［サイト］［ユーザー］［ログ］の管理は、サイト管理者が行います。

サイト作成者は、［コンテンツ］メニュー以下のみ操作できます。



５．マルチテナント運用（複数サイトの運用）に対応したサイト切替機能

サイト一覧から操作するサイトを選択します。

ドロップダウンの▼をクリックすると、ここにサイト一覧が表示されます。



６．各種オブジェクトをコンセプト（論理的なフォルダー）で管理

コンセプト一覧から操作するコンセプトを選択します。

ドロップダウンの▼をクリックすると、ここにコンセプト一覧が表示されます。ドロップダウンの▼をクリックすると、ここにコンセプト一覧が表示されます。

＜コンセプトの選択＞
コンテンツ、ピース、レイアウト、テキスト、ファイルなどの各種オブジェクトは、コンセプトと呼ぶ論理的なフォル
ダーに格納して管理します。
操作するコンセプトを選択すると、選択したコンセプトに含まれるオブジェクトのみが一覧に表示され、目的のオブ
ジェクトを容易に見つけることができます。
また無関係のオブジェクトを誤って操作することが避けることができます。



７．各種機能をコンテンツ（プログラムモジュール）として実装

［コンテンツ］メニューを選択すると、作成したコンテンツが一覧表示される。

＜コンテンツとしての実装＞
CMSとして必要な記事登録と管理、問合せフォーム、承認のワークフロー、組織一覧の管理など、各種の機能をコンテ
ンツと呼ぶプログラムモジュールとして実装しています。
コンテンツからは複数のオブジェクトを同時に作成できるため、用途により作成したオブジェクトを使い分けることが
できます。上記のコンテンツ一覧では、記事コンテンツから、「記事」、「定型記事」、「よくある質問」の３つの記
事オブジェクトを作成し、それぞれに登録する記事を内容により分けています。

記事コンテンツから３種類の記事オブジェクトを作成している。



８．豊富な機能のコンテンツを装備

コンテンツの［新規作成］の画面です。コンテンツの［新規作成］の画面です。

コンテンツ ピース
記事ページ 記事一覧
アーカイブ一覧 新着タブ
検索結果一覧 アーカイブ

検索フォーム
カテゴリ種別ページ カテゴリ別記事一覧
新着記事一覧ページ カテゴリ一覧

ブログカテゴリ一覧
記事一覧
新着タブ
フィード
カテゴリ説明

マップ カテゴリ一覧
周辺検索

関連ワード 関連ワードページ 関連ワード一覧
イベント一覧 月別リンク
今日のイベント 日別リンク
イベントカレンダー カテゴリ一覧
イベント検索 本日と明日のイベント

イベント一覧
日別リンク（イベント検索）

組織ページ 組織一覧
カテゴリ記事一覧
業務内容
連絡先
組織概要

広告バナー 広告バナー 広告バナー一覧
グローバルナビ カテゴリ一覧

記事一覧
問合せ フォーム一覧 フォーム

前日 アクセスランキング一覧
先週（月曜日〜日曜日）
先月
週間（前日から一週間）

フィード 新着記事一覧ページ 新着記事一覧
承認フロー
テンプレート

カレンダー

コンテンツ名

記事

アイテム種別

カテゴリ

地図

組織

グローバルナビ

アクセスランキング

公開画面に情報を表示しないた
め、ピースは存在しない。

公開画面にページを生成しないた
め、アイテム種別は存在しない。

コンテンツの機能一覧



９．多様な条件を指定できる記事検索

チェックすると、該当する条件が設定されている記事を検索します。

作成、承認、公開の操作と操作したユーザーを条件として指定できます。

作成、更新、承認、公開、公開開始日時、公開終了日時や現在の状態を指定できます。



１０．記事の作成から承認、公開、公開終了までの状態遷移を厳密に管理

記事の状態遷移

下書き

記事登録 承認待ち 公開待ち 公開中 公開終了

記事編集
公開日時

待ち

記事の状態（ステータス）ごとに、簡単に記事一覧を絞り込めます。



１１．誤って記事を削除してもごみ箱から復元可能

［ごみ箱］をクリックして、ごみ箱の記事一覧を表示します。

［詳細］をクリックして記事の［詳細画面］を開きます。

記事の［詳細画面］で［ごみ箱から復元］をクリックします。記事の［詳細画面］で［ごみ箱から復元］をクリックします。



１２．すべての記事一覧で記事のプレビューが可能

PCをクリックすると、PC画面のプレビューが
別タブで表示されます。

プレビュー画面

スマートフォンと携帯（フィーチャーフォン）のサイトがある場
合、次のようにそれぞれのプレビューリンクが表示されます。

また、プレビュー画面で次のようにそれぞれの画面を切り換
えられます。

プレビュー画面での
切替機能



１３．記事一覧での一括処理の実行

公開終了の記事をまとめて削除する場合は、タイトル欄の□をチェックすると
すべての記事にチェックが設定されます。

ドロップダウンで［削除］を選択し、［実行］をクリックします。



１４．WYSIWYGエディタによるビジュアルな記事内容の登録

WYSIWYGエディタの操作ボタン

各操作ボタンの機能



１５．画像ファイルのリサイズ、トリミングが可能

アップロードしたファイルを一覧表示します。

画像をアップロードする際に、
画像のサイズを指定できます。

アップロードした画像のトリミ
ングが行えます。



１６．記事タイトルからの外部サイトへの移動やサブタイトル・概要の表示

［タイトル設定］を開くと、タイトルに関する各種設定が行えます。［タイトル設定］を開くと、タイトルに関する各種設定が行えます。

リンクURL： 記事一覧のタイトルをクリックした際、設定したURLのページに移動します。
設定したページを同一ウィンドウ、別ウィンドウいずれで開くかを設定ができます。
また添付ファイルを選択すると、設定した添付ファイル名が開きます。

サブサイトル、概要、画像（添付ファイル名）：
それぞれの項目を登録すると、記事一覧画面にそれぞれの情報を表示できます。
記事タイトルだけでなく、これらの付帯情報を表示することにより、わかりやすい記事一覧ページを作成できます。



１７．作成した記事内容のリンクチェック、アクセシビリティチェック機能を装備

［エラーを無視する］をチェックすると、
修正せずに承認依頼が行えます。 ［自動修正］をチェックすると、可能な

範囲で自動的に修正されます。



１８．カテゴリ分類の種類、記事に割り付ける数、階層の深さに制限がない

区分、分野、ライフイベントといったカテゴリの種類を
自由に設定できます。

ひとつの記事に複数のカテゴリを割り当てられます。

カテゴリコンテンツのカテゴリ種別一覧画面

カテゴリコンテンツで登録したカテゴリの種類が、
記事登録画面に反映されます。



１９．記事の公開および公開終了の自動化

公開画面に表示する［公開日］と［更新日］を設定します。
［自動更新しない］を設定すると、記事を更新しても、更新日は更新されません。

公開画面の［公開日］と［更新日］の表示

記事の公開および公開終了を自動で行う場合、
公開予約の日時を設定します。



２０．記事についての連絡先の自動表示、連絡先の追加

公開画面での［連絡先］の表示

サイト作成者、サイト制作者は、連絡先が自己
の組織の内容で固定となっています。

連絡先の追加を行うことができます。



２１．記事公開の承認にて、複数承認者、AND/OR設定、多段承認が可能

二段目の承認は［総務課承認者］で固定

２つの承認者からの選択

承認者を選択して［追加］をクリック
すると、承認者として設定されます。



２２．イベントカレンダーやイベント一覧に記事ページをリンクとして設定

イベント開催日を設定すると、記事タイトルがイベント一覧に
表示され、イベントカレンダーにリンクが設定されます。

イベントカレンダー独自のイベントの分類項目を設定できます。

イベント開始日と終了日の間の
日付にリンクが設定されます。



２３．記事ページへの地図の貼り付け、地図の位置・縮尺・マーカー設定

公開画面での地図の表示



２４．豊富なオプション設定の機能

記事ページごとにレイアウトの変更が可能

記事ページのディレクトリとファイル名を設定

外国語ページの作成に対応

記事ページごとのMETAタグを管理画面にて設定できます。

OGPを設定し、Facebook等に表示される画像やテキスト
を制御できます。

記事ページごとのメモを管理画面にて設定できます。
公開画面には表示されません。

他のユーザーグループに編集権限を割り当てられます。

記事の作成者を変更できます。（サイト管理者、システム管理者のみ）



２５．記事登録画面（管理画面）および記事一覧ページ、記事ページ（公開画面）の構成設定

［使用しない］に設定すると、記事登録画面に
設定項目が表示されなくなります。

記事一覧ページの記事タイトルは、 ［置き換えテキスト］を
利用して、自由な形式で表示が行えます。

記事コンテンツと連動するコンテンツを指定します。
複数の記事コンテンツにて同じカテゴリコンテンツを指定することにより、複数の
記事コンテンツの記事を同じカテゴリページに表示することができます。

サブタイトル、概要などの情報は、置き換え
テキストを利用して公開画面に表示します。



２６．共通で利用するテキストやファイルを登録して管理

［データ］［テキスト］の画面

［データ］［ファイル］の画面

[[text/site-name]]と記述すると、その部分に「じょうる
り市」のテキストが表示されます。



２７．公開画面の情報をピースとして分割して管理

個々の情報をピースとして分割して
管理します。



２８．自由な記述が行えるレイアウト定義

レイアウト情報は、テキストで定義する形式であり、
自由にHTMLが記述できる。



２９．スタイルシートを管理画面にて対話的に編集可能

スタイルシートも管理画面で閲覧・編集・削除
が行えます。



３０．単独で独立したHTMLページ（固定ページ）の作成

404ページなどのページはコンテンツの機能が
不要であるため、固定ページで作成します。



３１．ファイル管理画面でのHTMLのコードの閲覧と編集

ファイル管理の画面では、HTMLのコードの閲覧と
編集ができます。



３２．コンテンツまたはページを指定しての手操作でのページの書き出し

コンテンツを指定して再構築を行います。

通常の編集操作では、再構築が必要な場合は、関連ページ書き出しの処理で順次自動的に再構築が実行されます。
ただし、コンテンツ、ユーザー、グループに関する設定にて、公開画面に影響する変更を行った場合は、手操作
での再構築を行う必要があります。



３３．各種オブジェクトはコンセプトに格納して管理

コンセプトは階層化でき、上層の設定を
下層で継承することができます。

ドロップダウン２をクリックすると、
コンセプトのツリーが開きます。

コンセプトに含まれるオブジェクトを表示します。



３４．１式のCMSで複数のドメインのサイトを管理可能

サイト名やサイトURLなどを登録し、サイトを作成します。



３５．サイトのBASIC認証やIPでのアクセス制限を管理画面で設定

BASIC認証のユーザーや制御するIPリストを登録します。



３６．サイトのBASIC認証やIPでのアクセス制限を管理画面で設定

新たに辞書に登録する単語とフリガナを入力します。



３７．サイトのBASIC認証やIPでのアクセス制限を管理画面で設定

プロセスの実行ログを表示します。

この画面でプロセスを手操作で実行することができます。



３８．トップページを災害時レイアウトに切り換え

あらかじめ災害時のレイアウトを作成しておきます。
レイアウトは複数作成し保存することができます。

災害時のアクセスの集中に対応するため、トップページの画像等を外した軽量なトップページレイアウトに簡単に切り換え
ることができます。
あらかじめ災害時対応のトップページのレイアウトを作成しておき登録しておきます。
なお元のトップページのレイアウトに戻す場合は、通常のトップページのレイアウトの［反映］をクリックします。



３９．サイトのBASIC認証やIPでのアクセス制限を管理画面で設定

管理画面のトップページに表示する［お知らせ］を登録できます。
メッセージは各サイトごとに表示されます。



４０．静的HTMLファイルや音声・読み上げファイルの書き出し履歴を表示

CMSが書き出した静的HTMLファイルの一覧を確認できます。
音声ファイルやふりがなファイルも一覧に表示されます。



４１．サイト独自に各種の設定が可能

サイト内で共通の設定項目を設定します。



４２．日時を指定しての公開画面のプレビュー

デフォルトでは［使用しない］となっているので、
［使用する］に変更します。

プレビューの日時を指定して公開画面のプレビューが行えます。プレビューの日時を指定して公開画面のプレビューが行えます。



４３．ユーザーを階層的にグループ分け

ユーザーのグループを階層的に表示します。



４４．ユーザー作成時に権限、ロール、ランダムパスワードを割り付け

ユーザーを各種条件で検索できます。

ユーザー権限により操作できるメニューの
範囲が変わります。

コンセプトに含まれるオブジェクトを操作
できる権限をロール権限で設定します。



４５．オブジェクトに対する操作権限をロールとして束ねて管理

ロールはコンセプトに対する操作権限を
まとめたものです。

ひとつのロールには複数のコンセプトに対する
操作権限を含めることができます。 コンセプトに対する、閲覧/作成/編集/削除の権限を

ロールに定義します。



４６．グループとユーザーの書き出しと読み込み

［エクスポート］を実行すると、下記の形式で
データが書き出されます。

code parent_codestate level_no sort_no ldap ldap_versionname name_en address tel tel_attend fax email note
root enabled 1 1 0 じょうるり市 top

1 root enabled 2 10 0 総務部 somu
1001 1 enabled 3 10 0 総務課 soumu 000-0000 000-0001 sample@joruri.org
1001 1 enabled 3 20 0 職員課 shokuin
1002 1 enabled 3 30 0 契約管理課 keiyakukanri
1003 1 enabled 3 40 0 防災課 bosai
1004 1 enabled 3 50 0 法務課 homu

account state name name_en email auth_no password ldap ldap_version group_code admin_creatable
admin enabled サイト管理者 admin 5 admin 0 2004 FALSE
somu2 enabled 総務課サイト更新者 somu2 4 somu2 0 1001 FALSE
somu1 enabled 総務課記事作成者 somu1 2 somu1 0 1001 FALSE
bosai1 enabled 防災課記事作成者 bosai1 2 bosai1 0 1003 FALSE
somu3 enabled 総務課承認者 somu3 4 somu3 0 1001 FALSE
bosai2 enabled 防災課サイト更新者 bosai2 4 bosai2 0 1003 FALSE
bosai3 enabled 防災課承認者 bosai3 4 bosai3 0 1003 FALSE

エクスポートされたテキストファイルをエクセルで読み込んだ結果です。
グループのエクスポートファイル

ユーザーのエクスポートファイル



４７．ユーザーの操作ログに各種オブジェクトに対する操作を記録

ユーザーの操作ログを各種条件で検索できます。

どのオブジェクトに対してどのような操作を
行ったかが記録されています。



４８．システムによる自動処理プロセスの実行履歴の確認

システムによるプロセス処理の実行日時と結果を確認できます。



４９．管理画面トップへのメンテナンス情報の掲載

システム管理者に限り、管理画面トップページへのメンテナンス情報を掲載できます。

管理画面トップでの表示形式



５０．接続中のセッション情報の確認

管理画面に接続しているセッションの情報を確認できます。



５１．CMSのメンテナンスの開始終了日時を告知

メンテナンスモードの開始、終了日時を設定して、メンテナンスモードの開始、終了日時を設定して、
ログイン画面に告知できます。

ログイン画面のメンテナンスの告知



５２．システム全体で共通の単語の辞書登録

単語とフリガナをカンマで
区切って登録します。

フリガナと読み上げの動作確認
が行えます。



５３．CMSからのメール送信とリンクチェックの動作確認

CMSからの承認依頼等のメール送信の動作を確認できます。 CMSからの外部サイト/内部サイトへのリンクチェックの
動作を確認できます。



５４．システム全体で共有できるSSLの設定



５５．システム全体で共通の設定

プロセスログおよびゴミ箱の保存期間を設定でき、ディスクが圧迫されるのを防ぐことができます。


